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はじめに 

このたびは、弊社電子記録債権サービスのご利用申込をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

本利用マニュアルは、弊社がご提供させていただく《電子記録債権システム》のご利用方

法について記載しております。システムご利用に際して、本利用マニュアルをよくお読み

いただき、正しくご利用いただきますようお願い申し上げます。 

第１章 共通編 

第１節 概要 

１．本利用マニュアルの構成について 

本利用マニュアルは、㈱全銀電子債権ネットワーク（通称：でんさいネット）における電

子記録債権の各種手続きを実施するために三井住友信託銀行が提供する電子記録債権シス

テムをご利用いただくお客様に対して、当該システムの利用方法をお示しするために作成

したものです。 

【第１章 共通編】 

【第２章 債務者利用編】 

【第３章 債権者利用編】 

【第４章 保証人編】 

【第５章 割引・譲渡担保】 

【第６章 一括ファクタリング】という 6章構成で作成しております。 

【第１章 共通編】においては、電子記録債権システムの概要とシステム利用開始までの

手順、処理状況照会、開示、利用者管理といった本システムをご利用いただくお客様に共

通の運用方法についてご説明しております。 

【第２章 債務者利用編】においては、電子記録債権を「債務者」の立場でご利用される

場合の各種手続き方法についてご説明しております。 

【第３章 債権者利用編】においては、電子記録債権を「債権者」の立場でご利用される

場合の各種手続き方法についてご説明しております。 

【第４章 保証人編】においては、電子記録債権を「保証人」の立場でご利用される場合

の各種手続き方法についてご説明しております。 

【第５章 割引・譲渡担保】においては、電子記録債権を「割引申込人」、「譲渡担保申込

人」の立場でご利用される場合の各種手続き方法についてご説明しております。 

【第６章 一括ファクタリング】においては、電子記録債権を「支払企業」、「納入企業」

の立場でご利用される場合の各種手続き方法についてご説明しております。 
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２．サービス概要 

（１）利用可能時間帯 

でんさいネットにおけるシステムの稼働時間、時間帯別サービスは、以下の通りです。 

 

 9：00～15：00 15：00～20：00 

銀行営業日 コアタイム コアタイム後 

土日祝日等 使用できません。 

 

（２） 業務の切り口から見た、時間別の取引可否 

① 記録請求業務 

・  9：00～15：00 当日付け取引、予約取引が可能 

・ 15：00～20：00 予約取引のみ可能 

② 開示業務 

・  9：00～20：00 即時照会、ディレード照会が可能 

 

（３）時間帯の切り口から見た取引可否 

① コアタイム （サービス提供必須） 

・ 当日付け・予約の記録請求可能 

・ 即時・ディレードの開示が可能 

② コアタイム後 

・ 予約の記録請求が可能 

・ 即時・ディレードの開示が可能 
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第２節 システム概要 

１．利用環境について 

（１）ソフトウェアの要件 

電子記録債権システムを利用するクライアントのソフトウェア要件を【ソフトウェア要

件】に示します。 

【ソフトウェア要件】 

項目 必要なソフトウェア 

OS 
・Windows 8.1 以上 

・Windows 10 以上 

ブラウザ（※） ・MicrosoftEdge （Chromium 版） 

（※）MicrosoftEdge以外は、動作保証対象外です。 

その他ブラウザでのアクセスは許容していません。 

 

２．環境設定 

電子記録債権システムを利用するためには、各種設定及び、設定内容を確認する必要があ

ります。 

 

【環境設定の手順】 

バイナリビヘイビアとスクリプトビヘイビアおよび JavaScript の設定変更 → 

Cookie の設定変更 → 再起動 

 

（１）バイナリビヘイビアとスクリプトビヘイビアおよび JavaScript の設定変更 

① MicrosoftEdgeを起動します。 
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② 画面右上の[…]※→[その他のツール]→[インターネットオプション] を順番にクリック

します。※PC環境によっては、表示位置に違いがあります。 
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③ [セキュリティ] をクリックします。[セキュリティ設定の表示または…] から [インタ

ーネット] を選択し、[このゾーンのセキュリティレベル] の レベルのカスタマイズ を

クリックします。 

 

④ 設定ダイアログが表示されます。[バイナリビヘイビアとスクリプトビヘイビア] を

「有効にする」に設定します。 
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⑤ 続いて、[スクリプト] の [アクティブスクリプト] を「有効にする」に設定し、 OK 

をクリックします。 

 

⑥ 警告ダイアログが表示されます。 はい をクリックします。 

 

 

⑦ 適用 をクリックし、続いて、 OK をクリックします。 
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（２）Cookie の設定変更 

① MicrosoftEdgeを起動します。 

 

 

②画面右上の[…]※→[その他のツール]→[インターネットオプション] を順番にクリックし

ます。※PC環境によっては、表示位置に違いがあります。 
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③ [プライバシー] を選択し、 詳細設定 をクリックします。 

 

④ [プライバシー設定の詳細] ダイアログを以下のようにチェックまたは選択し、 OK を

クリックします。 
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⑤  OK をクリックします。 

 

 

（３）再起動 

環境設定を保存するため、再起動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章 共通編 

第２節 システム概要 

8 

 

３．セキュリティ 

電子記録債権システムを利用するためには、事前にユーザを登録して、ログインID 及び

パスワードを取得する必要があります。 

ログイン時には、必ずログインID 及びパスワードが必要となりますので、お忘れのない

よう保管して下さい。 

 

（１）電子記録債権システムのパスワード入力規制について 

登録して頂くパスワードは、以下の条件を満たしている必要があります。 

① 文字種別は英大文字、英小文字、記号、数字の4種全て組み合わせて下さい。 

② 8桁以上、20桁以内でご入力下さい。 

③ 同じ文字の7文字以上の使用はできません。 

④ 同じ文字の3文字以上の連続使用はできません。 

⑤ 利用可能な記号は、以下のとおりです。 

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ ¥ ] ^ _ ` { | } ~       

 

（２）電子記録債権システムのパスワード有効期限について 

パスワード登録及び、パスワード変更を行った日（初回時は、ユーザ申請時の適用開始

日）から、「１ヶ月間」となります。 

 

（３）電子記録債権システムのパスワードロックアウト機能について 

ログイン時のパスワードは、3回続けて誤入力を行いますと、ロックアウトします。（誤 

入力は時間、操作に関係なく累積します） 

特権承認者、承認者、担当者のパスワードがロックアウトした際は、管理者が「パスワー 

ド初期化」のオペレーションを行います。 

なお、管理者のパスワードがロックアウトになった場合の「パスワード初期化」は三井住 

友信託銀行で行います。三井住友信託銀行あてご連絡ください。 

 

（４）セキュリティの強化 

電子記録債権システムは、IIJ IDサービス※を採用した２次認証になっており、セ 

キュリティの強化を図っています。 

※IIJ IDサービスのパスワード入力規制等は、「第１章-第４節 管理者の作業手順」および「第１章-第４節 

特権承認者、承認者、担当者の作業手順」をご参照ください。 
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４．機能 

電子記録債権システムで提供する機能は、以下のとおりです。 

【電子記録債権システム機能一覧】 

№ 機能名称 機能概要 

１ 発生記録請求登録 発生記録（債務者請求方式、債権者請求方式）を登録します。 

２ 発生記録請求変更・削除 承認前の発生記録の登録内容の変更、または削除します。 

３ 発生記録請求取消 予約の発生記録の取消を登録します。 

４ 発生記録請求一括登録 
記録請求一括取込指示により一括取込した発生記録請求情報を登録

します。 

５ 発生記録請求一括削除 
請求済の発生記録請求または受信した発生記録通知をもとに、発生

記録予約取消請求の一括削除を行います。 

６ 発生記録請求一括諾否 
受信した発生記録承諾依頼通知をもとに、発生記録予約承諾/否認

の一括登録を行います。 

７ 譲渡・分割記録請求登録 譲渡記録または分割記録を登録します。 

８ 譲渡・分割記録請求変更・削除 
承認前の譲渡記録または分割記録の登録内容を変更または削除しま

す。 

９ 譲渡・分割記録請求取消 予約の譲渡記録または分割記録の取消を登録します。 

10 譲渡・分割記録請求一括登録 
記録請求一括取込指示により一括取込した譲渡・分割記録請求情報

を登録します。 

11 譲渡・分割記録請求一括取消 
請求済の譲渡記録請求または受信した譲渡記録通知をもとに、譲渡

（分割）記録予約取消請求の一括登録を行います。 

12 保証記録請求登録 保証記録を登録します。 

13 保証記録請求変更・削除 承認前の保証記録の登録内容を変更または削除します。 

14 変更記録請求登録 発生記録内容の変更請求を登録します。 

15 変更記録請求変更・削除 承認前の変更請求記録の登録内容を変更または削除します。 

16 支払等記録請求登録 口座間送金決済以外の弁済等による支払等記録を登録します。 

17 支払等記録請求変更・削除 承認前の支払等記録の登録内容を変更または削除します。 

18 記録請求一括取込指示 

お客さまの PC から電子記録債権システムへ、記録請求（発生、譲

渡・分割）ファイルをアップロードします。 
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№ 機能名称 機能概要 

19 記録承諾・否認 

でんさいネットより通知された記録承諾依頼通知、または記録通知

について承諾または否認をします。記録通知の承諾以外は結果をで

んさいネットに送信します。 

20 記録請求承認 
未承認の記録請求登録内容に対し承認者が承認または非承認しま

す。承認したデータはでんさいネットに請求データを送信します。 

21 一括記録請求承認 

未承認の一括記録登録内容に対し承認者が承認または否認をしま

す。承認したデータはでんさいネットに請求データを一括請求方式

で送信します。 

22 記録請求照会 
記録請求（割引・組戻も含む）を照会/表示し、確認票 PDF を作成

します。 

23 記録通知照会 
でんさいネットから受けた通知（割引・組戻も含む）を照会 /表示

し、記録通知票 PDF を作成します。 

24 記録通知照会（ファイル作成） 
でんさいネットから受けた通知（割引・組戻も含む）について照会

/表示し、結果をファイルで出力します。 

25 名義変更記録承諾・否認 

でんさいネットより通知された記録承諾依頼通知、または記録通知

の受信後に当該債権について名義変更が発生し、予め受信していた

記録通知の情報からは承諾・否認の請求が登録できない場合に、名

義変更元の口座情報をもとに通知情報を検索し、記録承諾依頼通知

について承諾または否認の登録、記録通知について否認の登録をし 

ます。記録請求承認を行うことで登録内容をでんさいネットに送信

します。また、登録した承諾・否認の請求の変更、及び削除が行え

ます。 

26 割引請求申込票登録 割引請求申込を申込票方式で登録します。 

27 割引請求申込票変更・削除 承認前の申込票の内容を変更または削除します。 

28  譲渡担保請求申込票登録 譲渡担保請求申込を申込票方式で登録します。 

29 譲渡担保請求申込票変更・削除 承認前の申込票の内容を変更または削除します。 

30 割引申込票審査承認 登録された割引申込票を承認者が、承認または非承認します。 

31 譲渡担保申込票審査承認 
利用者が登録した譲渡担保申込票の審査承認または審査非承認しま

す。 

32 開示即時請求検索 

でんさいネットに対して、でんさいの発生、分割、譲渡、保証、変

更などの電子記録に関する情報をリアル方式で開示請求し、結果は 

開示情報 PDF またはファイル帳票作成指示します。 
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№ 機能名称 機能概要 

33 開示請求検索 

でんさいネットに対して、でんさいの発生、分割、譲渡、保証、変

更などの電子記録に関する情報をディレード方式で開示請求しま

す。 

34 開示請求結果照会 
リアル/ディレード方式で開示請求した結果を照会/表示し、開示情

報 PDF またはファイルを帳票作成指示します。 

35 指定許可登録 
記録請求の受付を許可する相手の利用者番号を、アカウント単位に

指定します。 

36 指定許可変更・削除 承認前の指定許可登録情報を変更・削除します。 

37 利用者情報承認 
指定許可登録した未承認の請求に対して、承認または否認します。

承認されたデータは、でんさいネットにデータを送信します。 

38 利用者情報照会 

でんさいネットに登録管理されている利用者情報及び、金融機関に

登録管理されている通知先、個別設定項目を照会/表示し、利用者

情報照会票または CSV を作成します。 

39 利用者登録状況照会 
登録された利用者情報の請求内容を照会/表示し、利用者入力確認

票 PDF を作成します。 

40 利用者通知状況照会 
でんさいネットから通知された利用者通知の情報を照会/表示し、

利用者向け利用者通知票を作成します。 

41 帳票照会 
マスタ管理、記録にかかる業務で作成された各種帳票 PDF、ファ

イルを一覧で表示し、PC にダウンロードします。 

42 処理状況照会（利用者分） 
ログインユーザの権限範囲で、当日の処理状況（承認済、未承認、

承諾未済等）を表示します。 

43 利用者ユーザ登録・変更 
管理者ログインユーザが担当者、承認者の情報を登録・変更・削除

します。 

44 利用者ユーザ照会 ログインユーザの情報を照会/表示します。 

45 利用者ユーザパスワード初期化 ログインユーザのロック解除、パスワード初期化を行います。 

46 操作履歴参照（本人分） ログインユーザ（本人分）の操作履歴を照会/表示します。 

47 操作履歴参照 ログインユーザの操作履歴を照会/表示します。 

48 パスワード変更 ログインユーザ自身のパスワードを変更します。 
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５．権限 

電子記録債権システムでのユーザ種別と権限の関係については以下のとおりです。 

【ユーザ種別と権限】 

№ ユーザ種別 権限の内容 生成方法 
生成可能な 

ユーザ種別 

１ 管理者 
利用者ユーザの登録等に係る操

作が可能。 
金融機関 

特権承認者、 

承認者、担当者 

２ 特権承認者 

基本的な操作ならびに担当者お

よび自身が登録したデータを承

認することができる承認者。 

管理者 不可 

３ 承認者 

基本的な操作ならびに担当者の

登録したデータを承認すること

ができる承認者。 

管理者 不可 

４ 担当者 
基本的な操作が可能。 

承認にかかる操作は不可。 
管理者 不可 
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第３節 操作概要 

１．画面レイアウト 

（１）画面レイアウトについて 

画面レイアウトは、以下のとおりです。 

 

①ヘッダ領域：各操作画面の共通項目を表示します。 

②メニューエリア：各操作画面へのリンクを表示します。 

③業務画面エリア：メニューエリアで選択された操作画面を表示します。 
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（２）ヘッダ領域について 

ヘッダ領域は、以下のとおりです。 

 

①システム名称  ：本システムの名称を表示します。 

②ログインユーザ名：現在ログイン中のユーザ名を表示します。 

③前回ログイン日時：現在ログイン中のユーザが、前回ログインした日時を表示します。 

④文字サイズボタン：ブラウザの文字サイズを変更するボタンです。 

          [中] ＝文字サイズ標準、[大] ＝標準より文字サイズを拡大 

⑤金融機関名称  ：金融機関名称を表示します。 

⑥金融機関ロゴ  ：金融機関のロゴを表示します。 

 

 

（３）メニューエリア 

Ａ．メニュー一覧について 

メニューエリアの項目については、以下のとおりです。 

【メニュー一覧】 
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Ｂ．メニューエリアの階層について 

メニューエリアは、以下の①第１階層、②第２階層、③第３階層の３つで構成されていま

す。 

表示されている第１階層のメニューにカーソルを合わせると、第１階層の機能グループ配

下に含まれる第２階層のメニューを表示します。第２階層のメニューにカーソルを合わせ

ると、第２階層の機能配下に含まれる第３階層のメニューを表示します。 

 

【メニューエリア操作時の注意点】 

※メニューエリアの第２階層以下は、ログインユーザの権限によって、表示されない機能

（例えば、ログインユーザが担当者の場合は、「記録承認」は表示されません。）があ

ります。 

※各階層のメニュー部分にカーソルを合わせても配下のメニューが表示されない場合は、 

その時点でメニューを押下すれば対応する業務画面を表示します。 

※展開されたメニュー部分からカーソルが外れてしまうと、展開されたメニューは表示さ 

れなくなります。 
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２．入力方法 

（１）使用可能文字について 

「JIS Ｘ 0208」※にて定めている全角・半角文字を使用できます。 

※「JIS Ｘ 0208」については日本産業標準調査会HPをご確認ください。 

 

（２）金額の入力について 

整数の入力は連続して数字を入力して下さい。 

金額を入力する項目については、入力後３桁単位にカンマで区切って表示します。 

また、マイナスを入力しても、整数の場合と同様に３桁単位にカンマで区切って表示しま

す。 

 

【例】９桁の数値を入力した場合の表示例 

入力例 表示例 

123456789 123,456,789 

−123456789 −123,456,789 

 

ただし以下のとおり符号つきの数値を入力した場合は、エラーメッセージが表示されま

す。 
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（３）日付・時刻の入力について 

① 日付の入力はYYYYMMDD形式で入力して下さい。 

・年月日を入力する場合（2004年11月4日）→ 20041104 

・年月を入力する場合（2004年7月）→ 200407 

② 時刻の入力は２４時間形式で指定して下さい。 

・午後３時５分を入力する場合 → 1505 

③ 日付の入力に関しては、入力項目の右側にあるカレンダーアイコンも利用可能です。 

アイコンをクリックすると、カレンダーを表示しますので、該当する日付をクリックすれ

ば対象の入力項目に年月日を設定します。 

 

（４）範囲指定について 

電子記録債権システムでは、番号/日付などを範囲指定して検索する操作画面が存在しま

す。 

① 上限値のみ入力した場合には、上限値より小さい情報を検索します。 

② 下限値のみ入力した場合には、下限値より大きい情報を検索します。 

③ 下限値/上限値とも入力した場合には、範囲内の情報を検索します。 

④ 下限値/上限値とも未入力の場合には、全てを検索対象とします。 

⑤ 下限値/上限値とも同一値を入力した場合には、入力された値で検索します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章 共通編 

第３節 操作概要 

6 

 

３．各種操作 

（１）共通操作について 

共通する代表的な操作は以下のとおりです。 

 

 ・IIJ ID による認証画面 

 ・IIJ ID のアカウントロック 

 ・電子記録債権システムのログインおよびログアウト 

 ・エラー時の操作 

 ・検索補助画面を使用した入力の操作 

 

（２）IIJ ID による認証画面の操作方法 

①弊社HP 指定の「URL」からIIJ ID のログイン画面を立ち上げます。 

 

② I D をメールアドレス形式で入力し、 次へ  をクリックします。 

 

③三井住友信託銀行からメールで着信した「電子記録債権システム（２次認証）/ワンタイ

ムパスワード」からワンタイムパスワードを入力（６桁の数字をコピーペースト）し、次へ

をクリックします。 
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④電子記録債権システムが立ち上がります。 

 

 

（３）IIJ ID のアカウントロック 

IIJ ID でのログインに連続して失敗した場合、アカウントがロックされ、個人通知先メー

ルアドレス※宛アカウントロックされた旨のメールが届きます。 

アカウントロックが解除されるまで 30分かかります。 

メール記載のロック解除時限後に再度ログインをするか、三井住友信託銀行宛に IIJ IDの

アカウントロック解除をご依頼ください。 

 

※個人通知先メールアドレスの設定は、「第 1章-第 4 節 管理者の作業手順」および「第 1 章-第 4節 特権承認者、承

認者、担当者の作業手順」をご参照ください。 
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（４）電子記録債権システムのログインおよびログアウトの操作方法 

Ａ．ログイン 

【ログイン時の注意点】 

※複数ログイン時の制約 

一つのログイン ID を使用して任意の PC 端末から同時にログインを試みた場合、既に

ログインが完了していたユーザを強制的にログアウトします。（後からログインを試みた

ユーザのログインを優先します） 

※タイムアウトログイン後、一定時間何も操作されなかった場合、自動的にログアウトし

ます。その場合は、再度ログインして下さい。 

 

①ログイン ID およびパスワードの入力後、 ログイン をクリックします。 

 

 

②ログインが完了しました。トップ画面に遷移します。 

 

 

Ｂ．ログアウト 

①メニューエリアの［ログアウト］を選択します。 
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②ログアウトが完了しました。 

 

 

（５）エラー時の操作方法 

Ａ．エラーメッセージについて 

ボタンやハイパーリンク押下等の操作時に【代表例】のような誤りがあった場合、エラー

メッセージを業務画面上部に赤字で表示します。 

エラーメッセージが表示された場合はメッセージに従い、誤りを修正して再度操作を実行

して下さい。 

【代表例】 

・数字項目に文字が入力されるなどの入力誤りがあった場合 

・必須の項目に値が入力されていない場合 

・入力項目の相関関係に誤りがあった場合(From と To で期間を逆に入力など) 

 

Ｂ．タイムアウトについて 

ログイン後、何もせずに２０分経過するとタイムアウトになります。再度ログインが必 

要です。 
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Ｃ．システムエラーについて 

システムエラーの発生時には、システムエラー画面を表示します。 

システムエラーが表示された場合、操作を中断して三井住友信託銀行に連絡して下さい。 

 

（６）検索機能について 

入力された検索条件に基づいて「でんさいネット」への照会結果を入力画面に表示しま

す。 

共通検索機能としては、以下の３つがあります。 

 

【検索機能】 

・金融機関コード検索 

・支店コード検索 

・利用者番号検索 
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Ａ．金融機関コード検索の操作方法 

①金融機関コードの  検索  をクリックします。 

 

 

②「金融機関の最初の文字」を選択、または「金融機関名カナ」（部分検索可）を入力し

て、 検索  をクリックします。 

不活性（灰色）のボタン（この場合は、「ヲ」を指します。）は、該当する金融機関が存

在しないことを示します。 
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【金融機関カナ入力の注意点について】 

「金融機関カナ」を入力して検索する場合は、「半角英数」、「半角カナ」および「記

号」の入力に制限がありますので注意が必要です。 

例えば、「中央」と入力する場合は、「チユウオウ」と半角カナ入力しなければなりませ

ん。 

半角カナ小文字は使用できませんので、半角カナ大文字で入力してください。 

 

 

③検索結果が表示されます。該当する金融機関のラジオボタンをオンにして、 選択  を 

クリックします。 

なお、入力した検索条件に対して、複数の金融機関が表示される場合があります。 

該当の金融機関を選択する際は、お間違えになりませんようご注意ください。 
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④選択した金融機関コードが反映されます。 

 

 

Ｂ．支店コード検索の操作方法 

①支店コードの  検索  をクリックします。 
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②「支店名の最初の文字」を選択、または「支店名カナ」（部分検索可）を入力して、 

検索  をクリックします。不活性（灰色）のボタン（この場合は、「エ、ソ、テ等」

を指します。）は、該当する支店が存在しないことを示します。 

 

【支店名カナ入力の注意点について】 

「支店名カナ」を入力して検索する場合は、「半角英数」、「半角カナ」および「記号」

の入力に制限がありますので注意が必要です。 

例えば、「広島中央」と入力する場合は、「ヒロシマチユウオウ」と半角カナ入力しなけ

ればなりません。 

半角カナ小文字は使用できませんので、半角カナ大文字で入力してください。 
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③検索結果が表示されます。該当する支店のラジオボタンをオンにして、 選択  をクリ

ックします。 

なお、入力した検索条件に対して、複数の支店名称が表示される場合があります。 

該当の支店を選択する際は、お間違えになりませんようご注意ください。 

 

 

④選択した支店コードが反映されます。 
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Ｃ．利用者番号検索の操作方法 

①「口座種別」をプルダウンメニューから選択し、「口座番号」を入力して、 検索  を

クリックします。 

【利用者番号検索の操作の注意点について】 

必ず「口座種別」および「口座番号」を入力してから検索してください。「利用者情報検

索」画面で「口座種別」、「口座番号」を入力しても、④で記録請求等画面に反映される

のは、「利用者番号」のみです。 

 

②  検索  をクリックします。 
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③検索結果が表示されます。該当の利用者のラジオボタンをオンにして、 選択  をク

リックします。 

なお、入力した検索条件に対して、複数の利用者名が表示される場合があります。 

該当の利用者を選択する際は、お間違えになりませんようご注意ください。 

 

④選択した利用者番号が反映されます。 
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第4節 利用申込からシステム利用開始までの手順 

弊社所定の利用申込書類をご提出いただいたのち、弊社からお客様に対して利用開始のご 

案内を申し上げます。 

ご案内を受領いただいたのち、【管理者】権限を有するユーザがお客様の社内ユーザを登

録いただくことが必要となります。下記手順に従い、利用開始準備を行ってください。 

 

1．管理者の作業手順 

（１）管理者の役割 

① 三井住友信託銀行からの通知物の受領および管理 

② IIJ ID（２次認証）のログインＩＤの管理 

③ 電子記録債権システムの利用者ユーザの権限の決定 

④ 電子記録債権システムの利用者ユーザＩＤの管理 

 

（２）管理者の電子記録債権システム利用開始までの手順 

管理者は、下記の手順で作業を進めます。 

Ⅰ．通知物の受領および管理 

Ⅱ．IIJ ID のログインおよび個人通知先メールアドレスの設定等 

Ⅲ．管理者の電子記録債権システムのログインおよびパスワード変更等 

Ⅳ．権限の決定 

Ⅴ．利用者ユーザＩＤの登録・交付・管理 

 

Ⅰ．通知物の受領および管理 

①弊社HP 指定の電子記録債権システムのURL 

https://densai.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294   

 

②利用開始のお知らせ（IIJ ID のログインＩＤ、仮パスワードのお知らせ） 

事前に三井住友信託銀行あて、電子記録債権システムを操作するユーザの人数（ログインＩＤ

は、10人まで発行可）をご連絡いただきます。弊社にてIIJ ID ログインＩＤを登録、仮パスワ

ードを設定し、すべてのログインＩＤを交付します。 

 

https://densai.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294
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③管理者の利用者ユーザ登録通知 

「電子記録債権サービス利用申込書」の管理者として記載された方を三井住友信託銀行が

登録しています。 

 

Ⅱ．IIJ ID（２次認証）のログインおよび個人通知先メールアドレスの設定等 

Ａ．IIJ ID ログインＩＤの管理 

管理者は、IIJ ID のログインＩＤを利用者ユーザに振り分けし、管理をします。 

 

Ｂ．IIJ ID の新しいパスワードの設定 

管理者は、まず自身のログインＩＤでIIJ ID サービスのログインをし、仮パスワードから

新しいパスワードの設定を行います。 

①IIJ ID の「URL」（https://densai.my.auth.iij.jp/console/）をクリックします。 

IIJ ID サービスのログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

https://densai.my.auth.iij.jp/console/
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②三井住友信託銀行から交付した「でんさいシステム_認証用IDのご送付」から「ログイ

ン I D」を入力（「ログイン I D」のコピー＆ペーストを推奨）し、 次へ をクリックし

ます。 

 

 

③仮パスワードを入力する画面が表示されます。 

三井住友信託銀行から交付した「でんさいシステム_認証用IDのご送付」から「仮パスワ

ード」を入力（「仮パスワード」のコピー＆ペーストを推奨）し、 次へ をクリックし

ます。 

 

④新しいパスワードの設定をする画面が表示されます。仮パスワードを再度入力し、新し

いパスワードを設定してください。 

 

登録していただくパスワードは以下の条件を満たしている必要があります。 

・長さは８～１２８文字 

・英大文字、英小文字、記号、数字の4種全て組み合わせてください。 

・仮パスワードと同じパスワードは設定できません。 

・利用可能な記号は、以下のとおりです。 

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ ] ^ _ ` { } ~ | 

 

入力後、 パスワードを設定する をクリックします。 
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⑤画面が切り替わり、新パスワードの設定が完了しました。画面右上にログイン I D が表示

されます。 

 

⑥個人通知先メールアドレスの設定を行います。 

今後は I D と登録する個人通知先メールアドレス宛に届くワンタイムパスワードを用いて

ログインをします。 

画面右上にログイン I D が表示されるので、クリックするとメニューが開きます。 

上から３番目の プロフィールの設定 をクリックします。 

 

⑦プロフィールの設定画面の■個人通知先メールアドレス横の 編集する をクリックし

ます。 
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⑧受信可能なメールアドレスを入力し、 変更を適用する をクリックします。 

 

⑨個人通知先メールアドレスの設定が完了しました。 

 

 

【注】個人通知先メールアドレス設定後は、三井住友信託銀行宛にご連絡下さい。連絡後、

弊社で手続きを行った後、ワンタイムパスワード方式にてでんさいシステムへアクセスい

ただけます。 

 

【注】個人通知先メールアドレスは今後、IIJ ID にログインする際に必要なワンタイムパス

ワードが届くメールアドレスとなります。 

登録したメールアドレスが表示されます 
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アカウントを引き継ぐ際は事前にワンタイムパスワードを確実に受け取れるメールアドレ

スへの変更を忘れずに行ってください。 

また、IIJ ID および変更後のパスワードを後任の方へ引き継いでください。 

 

Ⅲ．管理者の電子記録債権システムのログインおよびパスワード変更等 

Ａ．管理者のログインＩＤについて 

三井住友信託銀行から交付された管理者のログインＩＤは、利用者ユーザにかかる管理

（利用者ユーザのログインＩＤの発番等）をするためのもので、電子記録債権にかかる記

録請求等を行うことはできません。 

【注】管理者の方が電子記録債権のオペレーションを行う場合は、他の利用者ユーザと同 

様に利用者ユーザのログインＩＤを発番する必要があります。 

 

Ｂ．管理者の仮パスワード変更 

管理者ＩＤの仮パスワードは、仮パスワード有効期限が設定されています。管理者がパス 

ワード変更をせず１ヵ月を経過すると仮パスワードは無効になります。 

【注】「仮パスワードが無効」または、「パスワード相違を３回繰り返しロック状態」と

なった場合には、三井住友信託銀行へ「パスワードの初期化」を依頼してください。 

①メールで送信された「利用者ユーザ登録通知」の「ログインＩＤ」および「仮パスワー 

ド」をコピーし、電子記録債権システムの「ログインＩＤ」および「パスワード」にペー 

ストして、 ログイン をクリックします。 

パスワードは３回連続相違するとロック状態となり、ログインできなくなりますのでご注 

意ください。 
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②仮パスワードを任意のパスワードに変更します。 

英大文字、英小文字、記号、数字の４種類をすべて組み合わせ、8 桁以上20 桁以内の新

パスワードを入力（例えば「1qaz”WSX」）し、 確定 をクリックします。 

 

 

 

 

③パスワードの変更が完了しました。 

 

 

Ｃ．パスワード変更 

通常、パスワードは相当期間（１ヶ月）経過するとログイン時にパスワード変更画面に遷

移しパスワード変更の要求をされますが、以下のとおり任意に変更することもできます。 

また、以前に使用していたパスワード（例えば、「Ａ*******」）を再度使用する場合

は、別のパスワードを５世代登録した後でなければ使用することはできません。 

 

１世代    ２世代    ３世代    ４世代   ５世代 

Ａ******* → B******* → C******* → D******* → E******* → F******* 

→ A*******（登録可） 

 

①メニューから［パスワード変更］を選択します。旧パスワード（現在使用中のパスワー 

ド）、新パスワードを入力し、 確定 をクリックします。 

 数字  英小文字  記号  英大文字 
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②パスワード変更が完了しました。 

 

 

Ⅳ．権限の決定 

管理者は、業務の内容により、利用者ユーザの権限を決定します。 

特権承認者：担当者および自ら登録した記録請求等を承認することができる承認者。 

承認者：担当者が登録した記録請求等を承認することができる承認者。自ら登録した記 

録請求等の承認は不可。 

担当者：記録請求等の登録等を行う担当者。承認作業は不可。 

 

Ⅴ．利用者ユーザＩＤの登録・交付・管理 

Ａ．利用者ユーザの登録 

（Ａ）利用者ユーザＩＤおよびパスワードの登録 

権限を決定した後、ユーザＩＤおよびパスワードの発番を行います。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［ユーザ登録・変更］を選択しま 

す。 
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②ユーザＩＤの登録状況を確認する場合は④へ進みます。確認する必要がなければ、登録 

をクリックします。 

 

③「適用開始日」、「ユーザ名」、「権限」の必須項目を入力し、 次へ をクリックしま

す。必須項目以外は入力しなくても登録は可能です。⑦へ進みます。 

 

④ユーザＩＤの登録状況を確認する場合は、 検索 をクリックします。 
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⑤検索結果が表示されます。内容を確認して、 登録 をクリックします。 

 

⑥「適用開始日」、「ユーザ名」、「権限」の必須項目を入力し、 次へ をクリックしま

す。必須項目以外は未入力でも登録は可能です。 
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⑦利用者ユーザの権限情報を入力します。 

「制限あり」を選択する場合は、利用を許可する項目にチェック並びに、上限金額を入力 

し、 確認 をクリックします。 
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⑧内容を確認します。内容に相違がない場合は、⑩へ進みます。相違があった場合は、

「ユーザ基本情報」および「ユーザ権限情報」エリアにある 編集 をクリックします。 

 

⑨修正が必要な項目を変更して、 確認 をクリックします。 
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⑩内容を確認して、 確定 をクリックします。 

 

⑪利用者ユーザ登録が完了しました。なお、帳票作成は自動的に行われますので帳票作成 

を請求する必要はありません。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

（Ｂ）利用者ユーザ入力確認票の出力および確認 

①メニューから［帳票照会］を選択します。⑪でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト 

し、 検索 をクリックします。 
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②検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

③ 開く をクリックします。 
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④ 印刷 をクリックします。 

 

 

⑤ OK をクリックします。 
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⑥内容を確認します。 
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（Ｃ）ＩＤ・パスワードの交付 

各ユーザに「でんさいシステム_認証用IDのご送付」および「利用者ユーザ入力確認票」

を交付（メール等）し、IIJ IDにログインのうえ、個人通知先メールアドレスの登録やでん

さいシステムのパスワード変更を依頼します。 

 

Ｂ．ユーザ基本情報およびユーザ権限情報の登録内容変更 

登録内容に相違があった場合等に行うオペレーションです。 

【注】ユーザが交代する場合等は、「ユーザ抹消」→「ユーザ登録」を行ってください。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［ユーザ登録・変更］を選択しま 

す。 

 

 

② 検索 をクリックします。 

 

 

③検索結果が表示されます。変更するユーザのラジオボタンをオンにして、 変更 をク 

リックします。 
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④利用者ユーザ基本情報が表示されます。修正が必要な項目を変更し、 次へ をクリッ 

クします。 
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⑤利用者ユーザ権限情報が表示されます。修正が必要な項目を変更し、 確認 をクリッ 

クします。 

 

⑥内容を確認して、 確定 をクリックします。 

また、登録相違があった場合は、「ユーザ基本情報」および「ユーザ権限情報」エリアの

「編集」をクリックして、修正を行ってください。 
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⑦利用者ユーザの変更が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 
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⑧「1．管理者の作業手順 － Ⅴ．利用者ユーザＩＤの登録・交付・管理 － A．利用者

ユーザの登録 －（Ｂ）利用者ユーザ入力確認票の出力および確認」（以下、1-Ⅴ-A-

（Ｂ）と表記）を参照して「利用者ユーザ入力確認票」を出力し、内容を確認します。必

要があれば、ユーザに「利用者ユーザ入力確認票」を交付してください。 
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Ｃ．ユーザ抹消 

ユーザが退職または、電子記録債権関連部署からの異動等によりユーザＩＤが不要になっ 

た場合に行うオペレーションです。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［ユーザ登録・変更］を選択しま 

す。 

 

 

② 検索 をクリックします。 

 

 

③検索結果が表示されます。削除するユーザＩＤのラジオボタンをオンにして、 

ユーザ抹消 をクリックします。 
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④内容を確認して、 確定 をクリックします。 

 

⑤利用者ユーザ抹消が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 
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⑥「1-Ⅴ-A-（Ｂ）」を参照して、「利用者ユーザ入力確認票」を出力し、内容を確認し

ます。 
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Ｄ．その他の機能 

予約取消：利用者ユーザを登録し、その後、変更（利用開始日以降の先日付で変更を登 

録）した場合の変更内容のみを取消する機能です。 

利用停止：ユーザが長期休暇等の理由で職場を離脱する場合に使用します。基本的には、 

「ユーザ抹消」の手続きをお勧めします。 

利用停止解除：ユーザが長期休暇等から職場復帰する場合に使用します。 

帳票作成：「ユーザ照会」と同様で、選択されたユーザの「利用者ユーザ入力確認票」を 

出力する場合またはユーザ一覧のCSVファイルを作成する場合に使用します。 

 

Ｅ．ユーザ照会 

（Ａ）帳票作成 

各ユーザの「利用者ユーザ入力確認票」を出力し、登録内容を確認することができます。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［ユーザ照会］を選択します。 

 

② 検索  をクリックします。 
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③帳票作成するユーザのラジオボタンをオンにして 帳票作成 をクリックします。 

 

 

④帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 
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⑤「1-Ⅴ-A-（Ｂ）」を参照して、「利用者ユーザ入力確認票」を出力し、内容を確認し

ます。 
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（Ｂ）CＳＶファイル作成 

登録ユーザの一覧（全先）をExcel で作成し、出力することができます。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［ユーザ照会］を選択します。 

 

 

② 検索 をクリックします。 

 

③ CSV作成 をクリックします。 
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④「CSV出力確認」の「ヘッダ無し出力」または「ヘッダ付き出力」をクリックします。 

 

 

⑤ファイル作成を受付ました。「帳票受付ID」をコピーします。 

 
 

⑥「1-Ⅴ-A-（Ｂ）」を参照し、Excel を起動させます。ユーザ一覧が表示されます。 

データを加工する場合は、デスクトップ等に保存してください。 
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Ｆ．利用者ユーザＩＤのパスワード初期化 

利用者ユーザＩＤのパスワードは、パスワード有効期限が設定されています。ユーザがパ 

スワード変更をせず１ヵ月を経過するとパスワードは無効になります。 

「パスワードの初期化」は、「パスワードが無効」または、「パスワード相違を３回繰り

返しロック状態」となった場合に行うオペレーションです。 

①メニューから［業務運用］→［利用者ユーザ管理］→［パスワード初期化］を選択しま 

す。 

 

 

②ロック状態のプルダウンメニューから、検索する状態を選択し、 検索 をクリックし 

ます。 

【注】ロック状態を「ブランク」にすると登録しているユーザ全先が表示されます。 

 

③検索結果が表示されます。パスワード初期化をするユーザの「ログインＩＤ」をクリッ 

クします。 
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④内容を確認して、 確定 をクリックします。 

 

 

⑤利用者ユーザパスワードの初期化が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 
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⑥「1-Ⅴ-A-（Ｂ）」を参照して、「利用者ユーザ入力確認票」を出力し、内容を確認し

ます。当該ユーザに「利用者ユーザ入力確認票」を交付（または、メール送信）します。 
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２．特権承認者、承認者、担当者の作業手順 

（１）利用者ユーザの権限について 

利用者ユーザの権限は、以下のとおり３種類があります。 

権限の決定については、管理者 が行います。 

 

特権承認者：担当者および自ら登録した記録請求等を承認することができる承認者。 

承認者：担当者が登録した記録請求等を承認することができる承認者。自ら登録した記録  

請求等の承認は不可。 

担当者：記録請求等の登録等を行う担当者。承認作業は不可。 

 

（２）利用者ユーザ（特権承認者、承認者、担当者）の利用開始までの手順 

特権承認者、承認者、担当者は、下記の手順で作業を進めます。 

Ⅰ．管理者から通知物（「URL」、「ログインＩＤ・仮パスワード」）の受領 

Ⅱ．IIJ ID（２次認証）のログインおよび個人通知先メールアドレスの設定等 

Ⅲ．電子記録債権システムのログインおよびパスワード変更等 

 

Ⅰ．管理者から通知物（「URL」、「ログインＩＤ・仮パスワード」）の受領 

管理者から以下の通知物が交付（または、メール送信）されます。 

Ａ．弊社ＨＰ指定の電子記録債権システムの URL 

https://densai.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294   

 

Ｂ．「でんさいシステム_認証用 ID のご送付」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://densai.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294
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Ｃ．「利用者ユーザ入力確認票」 

 

 

 

 

 

 



第１章 共通編 

第４節 利用申込からシステム使用開始までの手順 

２．特権承認者、承認者、担当者の作業手順 

3 

 

Ⅱ．IIJ ID（２次認証）のログインおよび個人通知先メールアドレスの設定等 

Ａ．IIJ ID の新しいパスワードの設定 

特権承認者、承認者、担当者は自身のログインＩＤでIIJ ID サービスにログインし、仮パ

スワードから新しいパスワードの設定を行います。 

 

①IIJ ID サービスの「URL」（https://densai.my.auth.iij.jp/console/）をクリックしま

す。 

IIJ ID サービスのログイン画面が表示されます。 

 

②管理者から交付のあった「でんさいシステム_認証用IDのご送付」から「ログイン I D」

を入力（「ログイン I D」のコピー＆ペーストを推奨）し、 次へ をクリックします。 

 

③仮パスワードを入力する画面が表示されます。 

管理者から交付のあった「でんさいシステム_認証用ID のご送付」から「仮パスワード」

を入力（「仮パスワード」のコピー＆ペーストを推奨）し、 次へ をクリックします。 

 

④新しいパスワードの設定をする画面が表示されます。仮パスワードを再度入力し、新し

いパスワードを設定してください。 

登録していただくパスワードは以下の条件を満たしている必要があります。 

https://densai.my.auth.iij.jp/console/
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・長さは８～１２８文字 

・英大文字、英小文字、記号、数字の4種全て組み合わせてください。 

・仮パスワードと同じパスワードは設定できません。 

・利用可能な記号は、以下のとおりです。 

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ ] ^ _ ` { } ~ | 

 

入力後、 パスワードを設定する をクリックします。 

 

⑤画面が切り替わり、新パスワードの設定が完了しました。画面右上にログイン I D が表示

されます。 

 

⑥個人通知先メールアドレスの設定を行います。 

今後は I D と登録する個人通知先メールアドレス宛に届くワンタイムパスワードを用いて

ログインをします。 

画面右上にログイン I D が表示されるので、クリックするとメニューが開きます。 

上から３番目の プロフィールの設定 をクリックします。 
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⑦プロフィールの設定画面の■個人通知先メールアドレス横の 編集する をクリックし

ます。 

 

 

⑧受信可能なメールアドレスを入力し、 変更を適用する をクリックします。 

 

 

⑨個人通知先メールアドレスの設定が完了しました。 

 

【注】個人通知先メールアドレス設定後は、三井住友信託銀行宛にご連絡下さい。連絡後、

弊社で手続きを行った後、ワンタイムパスワード方式にてでんさいシステムへアクセスい

ただけます。 

登録したメールアドレスが表示されます 
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【注】個人通知先メールアドレスは今後、IIJ ID にログインする際に必要なワンタイムパス

ワードが届くメールアドレスとなります。 

アカウントを引き継ぐ際は事前にワンタイムパスワードを確実に受け取れるメールアドレ

スへの変更を忘れずに行ってください。 

また、IIJ ID および変更後のパスワードを後任の方へ引き継いでください。 

 

Ⅲ．電子記録債権システムのログインおよびパスワード変更等 

Ａ．電子記録債権システムのログインおよび初期パスワードの変更 

①管理者から交付（または、メールで送信）された「利用者ユーザ入力確認票」の「ログイ

ンＩＤ」および「パスワード」をそれぞれ「ログインＩＤ」入力域および「パスワード」 入

力域に入力して、 ログイン をクリックします。 

パスワードは３回連続で相違するとロック状態となり、ログインできなくなるためご注意 

ください。 

 

②パスワードを変更します。 

英大文字、英小文字、記号、数字の４種類をすべて組み合わせ、8 桁以上20 桁以内の新

パスワードを入力（例えば「1qaz”WSX」）し、 確定 をクリックします。 

 

 

 

 

 数字  英小文字  記号  英大文字 
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③パスワードの変更が完了しました。 

 

Ｂ．パスワード変更 

通常、パスワードは相当期間（１ヶ月）経過するとログイン時にパスワード変更画面に遷

移しパスワード変更の要求をされますが、以下のとおり任意に変更することもできます。 

また、以前に使用していたパスワード（例えば、「Ａ*******」）を再度使用する場合

は、別のパスワードを５世代登録した後でなければ使用することはできません。 

 

１世代    ２世代    ３世代    ４世代   ５世代 

Ａ******* → B******* → C******* → D******* → E******* → F******* 

→ A*******（登録可） 

 

①メニューから［パスワード変更］を選択します。旧パスワード（現在使用中のパスワー 

ド）、新パスワードを入力し、 確定 をクリックします。 

 

②パスワード変更が完了しました。 
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第 5節 処理状況照会 

ログインユーザの権限範囲で、当日の処理（処理済、未承認、承諾未済、エラー等）の件数

を表示します。 

①［処理状況照会］→［処理状況照会（利用者分）］を選択します。 

 

 

②「支店コード」、「口座種別」、「口座番号」を入力して、 検索  をクリックします。 
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③検索結果が表示されます。 

電子記録債権システムの承認済件数とでんさいネットの受付済件数が一致していること、 

承認待ちがないか、エラーがないかを確認してください。 
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第６節 開示  

開示とは、でんさいネットに対して、電子記録債権の発生、譲渡、分割、保証、変更等

の記録請求に関する情報提供を依頼する機能です。 

開示の検索方法については、以下の表（表 1、表 2、表 3、表４）をもとにそれぞれ選択、

組み合わせを決定し、オペレーションを行ってください。 

 

１．開示方法等の選択について 

（１）開示メニューの選択 

①開示の検索方法には、「開示即時請求検索」と「開示請求検索」の２種類があります。 

開示即時請求検索：即時に画面上で開示結果が表示され、確認できる処理。 

開示請求検索：でんさいネット宛に開示請求を行った後、システム処理（１０分程度）

を経て開示結果を取得する処理。 

 

②検索結果の予想債権件数により、「開示メニュー」を選択します。ただし、「開示請求検

索」を選択する場合は、開示の請求ができない組み合わせもありますので、（４）－【表４】

を確認してください。 

【表１】 

検索結果の予想債権件数 開示の処理方法 開示メニュー 

200 件以内 同期処理 開示即時請求検索 

201 件以上（200 件以内も可） 非同期処理 開示請求検索 

 

（２）開示区分・開示検索方式の選択 

①開示区分には、「記録事項開示」と「提供情報開示」の２種類があります。 

【表２】の「電子記録債権の状態」により「開示区分」を選択します。 

記録事項開示：電子記録債権毎に記録されている情報を開示。 

提供情報開示：利用者が行った記録請求の履歴情報を開示。 

 

②開示検索方式には、「記録番号」、「立場」、「記録請求内容」の３種類があります。 

開示検索方式の特徴については、【表２】の「検索結果の表示方法」を参照してください。 

 

③「開示検索方式」の選択については、記録番号が判明しているか否か、または、検索結

果をどのように受け取りたいか（例えば、債務者や債権者等（立場単位）または、発生記

録や譲渡記録等（記録請求内容単位）、それぞれの単位でまとめて確認したい等）によって、

決定してください。 
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【表２】 

電子記録債権 

の状態※１ 
開示区分 

記録番号が判明 

しているか 
開示検索方式 

検索結果の表示方

法 

記録済 記録事項開示 

判明 記録番号 記録番号単位 

判明しているか否かに

かかわらず 
立場 

立場単位でまとめ

て表示 

記録済（予約含む） 

または、債権の状態

が不明（未承諾含む） 

提供情報開示 

判明 記録番号 記録番号単位 

判明しているか否かに

かかわらず 

記録請求内容、 

請求日 

記録請求内容単位

でまとめて表示 

※１ 記録済：電子記録債権の電子記録年月日が到来しているもの。 予約：電子記録債権の電子記録年月日が先日付のもの。 

   未承諾：発生記録（債権者請求方式）、保証記録等に対する承諾・否認の手続きが未了で記録請求が成立していないもの。 

 

（３）記録事項開示単位の選択 

①「記録事項開示単位」については、「最新情報開示（抄本）」と「全部開示（謄本）」の２

種類があります。 

最新情報開示（抄本）：最新の記録事項を表示。 

全部開示（謄本）：すべての記録事項（中間譲渡記録を除く）を表示。 

 

②「記録事項開示単位」は、【表３】のとおり「開示区分」および「開示検索方式」によっ

て、選択できる単位が指定されています。

【表３】 

ただし、利用者からの開示では、「全部開示（謄

本）」を選択することはできません。 

開示区分 開示検索方式 記録事項開示単位 

記録事項開示 
記録番号 

最新情報開示（抄本） 
立場 

提供情報開示 
記録番号 

入力不可 
記録請求内容、請求日 

 

（４）検索方法の組み合わせ一覧 

【表４】 

開示メニュー 開示区分 開示検索方式 段落番号／該当ページ 

開示即時請求検索 

記録事項開示 
記録番号  ２－（１）／ ３ページ 

立場  ２－（２）／ ９ページ 

提供情報開示 
記録番号  ２－（３）／ 13 ページ 

記録請求内容、請求日  ２－（４）／ 17 ページ 

開示請求検索 

記録事項開示 
記録番号  開示請求不可 

立場  ３－（１）／ 23 ページ 

提供情報開示 
記録番号  開示請求不可 

記録請求内容、請求日  ３－（２）／ 29 ページ 
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２．開示即時請求検索（同期処理） 

（１）記録事項開示－記録番号による開示 

Ａ．開示の請求 

①メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「記録事項開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「記録番号」を選択し、「記録番号」を入力します。 

記録事項開示単位のプルダウンメニューから「最新情報開示（抄本）」を選択し、 検索 を

クリックします。 

 

③検索結果が表示されます。開示する債権にチェックをして、 帳票作成 をクリックし

ます。 
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④帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

Ｂ．開示情報の出力 

①メニューから［帳票照会］を選択します。Ａ－④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペー

ストし、 検索 をクリックします。 

 

 

②検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

コピーします。 
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③ファイルのダウンロード画面の 開く をクリックします。 

 

 

④「開示（記録事項の開示）情報」が表示されます。 印刷 をクリックします。 

 

 

⑤印刷画面の OK をクリックします。 
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⑥内容を確認します。 
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（２）記録事項開示－立場による開示 

①メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「記録事項開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「立場」を選択します。立場のプルダウンメニュ

ーから「開示する電子記録債権の立場」を選択します。 

記録事項開示単位のプルダウンメニューから「最新情報開示（抄本）」を選択し、 検索 を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

から選択します。 
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③検索結果が表示されます。開示する債権にチェックをして、 帳票作成 をクリックし

ます。 

 

 

 

④帳票作成を受付けました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

 

コピーします。 

全選択の場合は、チェッ

クしてください。 
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⑤「２－（１）－Ｂ」を参照して、「開示（記録事項の開示）情報」を出力し、内容を確認

します。 
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（３）提供情報開示－記録番号による開示 

①メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「提供情報開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「記録番号」を選択します。 

「記録番号」を入力し、 検索 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供情報開示の

場合はブランク。 
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③検索結果が表示されます。開示する債権にチェックをして、 帳票作成 をクリックし

ます。 

 

 

④帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピーします。 



第１章 共通編 

第６節 開示 

14 
 

⑤「２－（１）－Ｂ」を参照して、「開示（提供情報の開示）情報」を出力し、内容を確認

します。 
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（４）提供情報開示－記録請求内容、請求日による開示 

①メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「提供情報開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「記録請求内容、請求日」を選択します。 

「請求日」（From、To）を入力します。記録請求内容のプルダウンメニューから「開示す 

る記録請求」を選択し、 検索 をクリックします。 
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③検索結果が表示されます。開示する債権にチェックをして、 帳票作成 をクリックし

ます。 

 

 

④帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピーします。 
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⑤「２－（１）－Ｂ」を参照して、「開示（提供情報の開示）情報」を出力し、内容を確認

します。 
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３．開示請求検索（非同期処理） 

（１）記録事項開示－立場による開示 

Ａ．開示の請求 

①メニューから［開示］→［開示請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「記録事項開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「立場」を選択します。立場のプルダウンメニュ

ーから「開示する電子記録債権の立場」を選択します。 

記録事項開示単位のプルダウンメニューから「最新情報開示（抄本）」を選択し、 検索 を

クリックします。 

 

 

③開示請求を受付しました。「依頼番号」をコピーします。 

 

 

 

から選択します。 

コピーします。 
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Ｂ．開示情報の出力 

でんさいネットでデータを集めて 

①メニューから［開示］→［開示結果照会］を選択します。 

 

 

② Ａ－③でコピーした「依頼番号」をペーストし、 検索 をクリックします。 

過去の開示状況を確認する場合は、「依頼番号」を入力せず、「処理方式区分」のプルダウ

ンメニューを選択してください。下記のとおり、それぞれの処理をまとめて帳票作成でき

ます。 

ブランク：同期処理（開示即時請求検索）および非同期処理（開示請求検索）の表示 

同期処理：同期処理（開示即時請求検索）のみを表示。 

非同期処理：非同期処理（開示請求検索）のみを表示。 

 

 

③検索結果が表示されます。「依頼番号（青字）」をクリックします。 

「状況」に「請求中」と表示されている場合は、でんさいネット内で手続が完了していな

い状況を表しています。時間をおいて、再度 検索 をクリックしてください。 
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④詳細が表示されます。開示する債権にチェックをし、 帳票作成 をクリックします。 

 

 

⑤帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

⑥メニューから［帳票照会］を選択します。⑤でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。 

 

 

 

コピーします。 
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⑦検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 
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⑧「開示（記録事項の開示）情報」を出力し、内容を確認します。 
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（２）提供情報開示－記録請求内容、請求日による開示 

①メニューから［開示］→［開示請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「提供情報開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「記録請求内容、請求日」を選択します。 

「請求日」（From、To）を入力します。記録請求内容のプルダウンメニューから「開示す 

る記録請求」を選択し、 検索 をクリックします。 

 

 

③開示請求を受付しました。「依頼番号」をコピーします。 

 

 

 

から選択します。 

コピーします。 
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④「３－（１）－Ｂ」を参照して、「開示（提供情報の開示）情報」を出力し、内容を確認

します。 
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４．ファイル（固定長テキストファイル）作成 

（1）開示即時請求検索（同期処理） 

①メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「記録事項開示」を選択します。開示検索方式のプ

ルダウンメニューから「立場」、または、「記録請求内容、請求日」を選択します。 

開示検索方式の選択した項目により適宜検索条件を入力または、選択します。記録事項開

示単位のプルダウンメニューから「最新情報開示（抄本）」を選択し、 検索 をクリック

します。 
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③検索結果が表示されます。 

ファイル作成する債権を選択して、 ファイル作成 をクリックします。 
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④「ファイル作成を受付しました。」のメッセージが表示されます。「帳票受付ＩＤ」をコ

ピーして、メニューの［帳票照会］を選択します。 

 

 

⑤「④」でコピーした、「帳票受付ＩＤ」をペーストして、 検索 をクリックします。 
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⑥検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑦固定長テキストファイルが表示されます。 
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（２）開示請求検索（非同期処理） 

①メニューから［開示］→［開示請求検索］を選択します。 

 

 

②開示区分のプルダウンメニューから「記録事項開示」を選択します。開示検索方式のプ

ルダウンメニューから「立場」、または、「記録請求内容、請求日」を選択します。 

開示検索方式の選択した項目により適宜検索条件を入力または、選択します。記録事項開

示単位のプルダウンメニューから「最新情報開示（抄本）」を選択し、 検索 をクリック

します。 
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③「下記の依頼番号で開示請求を受付しました。」のメッセージが表示されます。「依頼番

号」をコピーします。 

 

 

④メニューから［開示］→［開示結果照会］を選択します。 
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⑤「③」でコピーした、「依頼番号」をペーストして、 検索 をクリックします。 

 

 

⑥検索結果が表示されます。「依頼番号（青字）」をクリックします。 
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⑦ファイル作成する債権を選択して、 ファイル作成 をクリックします。 
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⑧「ファイル作成を受付しました。」のメッセージが表示されます。「帳票受付ＩＤ」をコ

ピーして、メニューから［帳票照会］をクリックします。 

 

 

⑨「⑧」でコピーした、「帳票受付ＩＤ」をペーストして、 検索 をクリックします。 
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⑩検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑪固定長テキストファイルが表示されます。 
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１．指定許可登録 

指定許可登録とは、記録請求の通知を受けてもよい相手先をあらかじめ限定し、登録する

機能のことです。この機能を利用すると、無関係の利用者からの悪意の記録請求を未然に

防止することができます。指定許可登録されていない第三者が記録請求を行った場合、記

録請求がエラーとなり、手続きが完遂されません。 

 

（１）指定許可登録の追加 

【注】未承認の登録がある場合は、新たに指定許可登録の追加および削除の登録はできま

せん。承認作業を完了してから登録してください。 

①メニューから［利用者管理］→［指定許可登録］→［登録］を選択します。 

 

 

②「支店コード」、「口座種別」、「口座番号」を入力し、 検索 をクリックします。 

 

 

③現在登録済の相手先が表示されます。 追加 をクリックします。 
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④追加する「指定許可先情報」（必須項目）を入力し、「業務区分」（必須項目）をプルダウ

ンメニューから選択して、 登録 をクリックします。 

追加する利用者あるいは、業務区分が複数ある場合には、「指定許可先情報」（必須項目）

を入力、「業務区分」（必須項目）をプルダウンメニューから選択して、 続けて登録 を

クリックします。すべての追加する利用者あるいは、業務区分の入力が完了した後、 

 登録 をクリックします。 

 

⑤登録内容を確認し、 確認 をクリックします。 

 

⑥内容を確認して、 確定 をクリックします。 

 

 

プルダウンから選択。
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⑦追加登録が完了しました。 

 

 

（２）指定許可登録の削除の登録 

指定許可登録の削除とは、指定許可先としての登録を解除する手続きをいいます。削除を

行うと当該先からの記録請求を受け付けることができなくなります。 

【注】未承認の登録がある場合は、新たに指定許可登録の追加および削除の登録はできま

せん。承認作業を完了してから登録してください。 

①メニューから［利用者管理］→[指定許可登録］→[登録］を選択します。 

 

 

②「支店コード」、「口座種別」、「口座番号」を入力し、 検索 をクリックします。 
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③検索結果が表示されます。削除する指定許可先の 削除 をクリックします。 

内容を確認して、確認 をクリックします。 

 

 

④削除する「指定許可先情報」を入力し、 削除 をクリックします。 

 

 

⑤内容を確認し、 確認 をクリックします。 
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⑥内容を確認して、確定 をクリックします。 

 

 

 

⑦削除の登録が完了しました。 

 

 

 

（３）利用者入力確認票の出力および確認 

①メニューから［利用者管理］→［利用者情報照会］→［利用者登録状況照会］を選択し

ます。 
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② 検索 をクリックします。なお、指定許可先の追加および削除の登録を行った日が、

表示されている「更新日」の日付より前の場合は、「更新日」を追加および削除を登録した

日に修正する必要があります。 

 

 

 

③検索結果が表示されます。帳票作成をする利用者を選択し、 帳票作成 をクリックし

ます。 

詳細を確認する場合は、「利用者番号（青字）」をクリックしてください。 

 

 

 

④帳票作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

表示されている「更新日」の日付

より前に登録している場合は、登

録日に修正してください。

コピーします。

詳細を確認する場合は、

クリックしてください。
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⑤メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。 

 

 

⑥検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑦「利用者入力確認票」を出力し、内容を確認します。 
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（４）指定許可登録の登録内容削除 

指定許可登録の登録内容削除とは、承認前の登録データを削除することをいいます。 

①メニューから［利用者管理］→［指定許可登録］→［変更・削除］を選択します。 

 

 

②「支店コード」、「口座種別」、「口座番号」を入力し、 検索 をクリックします。 

 

 

③検索結果が表示されます。 削除  をクリックします。 

【注】登録相違した場合は、削除してから追加登録します。 

 

 

④内容を確認して、確定 をクリックします。 
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⑤削除が完了しました。 

 

 

（５）指定許可登録の承認 

①メニューから［利用者管理］→［利用者承認］を選択します。 

 

 

② 検索 をクリックします。 

なお、指定許可登録の追加および削除の登録を行った日が、表示されている「更新日」の

日付より前の場合は、「更新日」を追加および削除を登録した日に修正する必要があります。 

 

 

表示されている日付より前に登録

している場合は、登録日に修正し

てください。 
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③検索結果が表示されます。「利用者番号（青字）」をクリックし、詳細を確認します。 

詳細確認後、「承認」または「非承認」のラジオボタンをオンにして、 確定 をクリック

します。 

 

 

 

④ OK をクリックします。 

 

 

⑤承認が完了しました。 
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３．利用者情報照会 

利用者情報照会とは、でんさいネットに登録管理されている利用者情報を照会する機能

です。 

利用者情報照会の結果は、帳票（PDF）とファイル（CSV）にて取得できます。 

（１）帳票作成 

①メニューから[利用者管理］→[利用者情報照会］→[利用者情報照会］を選択します。 

 

 

②請求者情報を入力し、検索条件には口座情報を入力します。 検索 をクリックします。 

【注】請求者情報と検索条件の口座情報等が同一の場合も必ず入力が必要です。 
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③検索結果が表示されます。 帳票作成 をクリックします。 

 

 

④帳票作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

⑤メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。  

 

コピーします。 
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⑥検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑦「利用者情報照会票」を出力し、内容を確認します 
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（２）CSV ファイル作成 

①メニューから[利用者管理］→[利用者情報照会］→[利用者情報照会］を選択します。 

 

 

 

②請求者情報を入力し、検索条件には口座情報を入力します。 検索 をクリックします。 

【注】請求者情報と検索条件の口座情報等が同一の場合も必ず入力が必要です。 

 

 

 

③ ＣＳＶ作成 をクリックします。 
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④「CSV 出力確認」の「ヘッダ無し出力」または、「ヘッダ付き出力」をクリックします。 

 

 

 

⑤ＣＳＶ作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

 

⑥メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。  

 

 

 

 

コピーします。 
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⑦索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑧利用者情報一覧が表示されます。 

データを加工する場合は、デスクトップ等に保存してください。 

 

 

 

 

 

ヘッダ付き出力

を選択。 
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２．利用者情報照会 

利用者情報照会とは、でんさいネットに登録管理されている利用者情報を照会する機能

です。利用者情報照会の結果は、帳票（PDF）とファイル（CSV）にて取得できます。 

 

（１）帳票作成 

①メニューから[利用者管理］→[利用者情報照会］→[利用者情報照会］を選択します。 

 

 

②請求者情報を入力し、検索条件には口座情報を入力します。 検索 をクリックします。 

【注】請求者情報と検索条件の口座情報等が同一の場合も必ず入力が必要です。 

 

 

③検索結果が表示されます。 帳票作成 をクリックします。 
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④帳票作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

⑤メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。  

 

 

⑥検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

コピーします。 
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⑦「利用者情報照会票」を出力し、内容を確認します 
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（２）CSV ファイル作成 

①メニューから[利用者管理］→[利用者情報照会］→[利用者情報照会］を選択します。 

 

 

②請求者情報を入力し、検索条件には口座情報を入力します。 検索 をクリックします。 

【注】請求者情報と検索条件の口座情報等が同一の場合も必ず入力が必要です。 
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③ ＣＳＶ作成 をクリックします。 

 
 

④「CSV 出力確認」の「ヘッダ無し出力」または、「ヘッダ付き出力」をクリックします。 
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⑤ＣＳＶ作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

⑥メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。  

 

 

⑦索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

コピーします。 
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⑧利用者情報一覧が表示されます。 

データを加工する場合は、デスクトップ等に保存してください。 

 

 

ヘッダ付き出力

を選択。 
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３．法人承継・名義変更 

（１）利用者の登録内容変更にかかる通知等について 

利用者の登録内容を変更する場合（指定許可登録の追加・削除を除く）は、三井住友信託

銀行に代行入力を依頼しますが、その際に着信する通知メールは、以下の通りです。 

業務種別 
届出書類 

承継元あて通知等 承継先あて通知等 利害関係人あて通知等 
届出書類名 提出者 

法人承継 

電子記録債

権利用者承

継届 

承継人 

承継手続完了メール 

↓ 

利用者状況照会票 

なし 

承継通知メール 

↓ 

利用者向け利用者通知票

（承継通知） 

名義変更 
電子記録債

権承継届 
承継人 

名義変更手続完了 

メール 

↓ 

開示（提供情報の開示）

情報 

名義変更手続完了メール

↓ 

利用者請求結果通知票

（承継登録結果） 

名義変更通知メール 

↓ 

利用者向け利用者通知票

（名義変更通知） 

 

（２）法人承継 

法人承継とは、利用者の合併等の場合に、承継元（被承継人）アカウントに保有する情報

を承継先（承継人）アカウントとして、引き継ぐ手続きをいいます。また、電子記録債権

も承継元アカウントに保有するすべてを引き継ぐこととなります。 

 

以下の手続きは、【例】に基づきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】 

１．承継先、承継元および利害関係人 

承継先（承継人）：株式会社 千代田丸（000014083／100-（当）1111000） 

承継元（被承継人）：株式会社 大阪（000014090／100-（当）2222000） 

債権者 1：株式会社 佐賀（0000140C1／100-（当）3333000） 

債権者 2：株式会社 千代田丸（000014083／100-（当）1111000） 

譲渡人（保証付）：株式会社 鹿児島（0000140D8／100-（当）4444000） 

保証人：株式会社 長崎（0000140E5／100-（当）5555000） 

２．株式会社大阪の保有する債権 

 ⅰ.記録番号：00001409000000100001  大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1） 

 ⅱ.記録番号：00001409000000200008（先日付）大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1）

 ⅲ.記録番号：00001409000000300005   

大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1）→ 長崎（保証人） 

 ⅳ.記録番号：00001409000000400002  

大阪（債務者）→ 鹿児島（譲渡人）→ 千代田丸（債権者 2）

 ⅴ.記録番号：0000140E500000100001    長崎（債務者）→ 大阪（債権者） 

 ⅵ.記録番号：00001408300000100003    千代田丸（債務者）→ 大阪（債権者） 
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Ａ．承継先（承継人）の手続き 

①承継先（承継人）の株式会社千代田丸が、承継元（被承継人）の株式会社大阪の情報を

確認し、「電子債権利用者承継届」を作成します。 
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②承継先の利用者は、三井住友信託銀行に「電子債権利用者承継届」を提出します。 

他にも提出する資料等がある場合がありますので、三井住友信託銀行に確認してください。 

「法人承継」の場合、承継先（承継人）に着信する手続き完了通知は、ありません。 

ただし、承継元（被承継人）で登録されている通知先のメールアドレス等を承継先（承継

人）に変更することで、承継元（被承継人）に着信する手続き完了通知を受けとることが

できます。 

 

Ｂ．承継元（被承継人）の手続き 

①承継先（承継人）からの届出に基づき、金融機関でオペレーションが完了すると、でん

さいネットから以下の承継登録（法人承継）手続き完了メールが着信します。 

「URL」をクリックし、電子記録債権システムを立ち上げます。 

【注】電子記録債権システムへのログインＩＤは、「承継されたアカウントにかかる新たに

発番されたログインＩＤ」で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社（大阪→）千代田丸  様 

  （ 000014090 ） 

 

  いつもご利用いただきありがとうございます。 

  でんさいネットへの請求手続が完了しましたので、ご連絡いたします。 

 

  請求内容                    ：  承継登録(法人承継) 

 

  適用開始日                 ：  2015/10/05 

 

  お客様利用者番号（旧）  ：  000014090 

 

  お客様利用者番号（新）  ：  000014083 

 

 ◆お願い 

 

  適用開始日以降に、下記の URL よりログインし、電子記録債権システムの取引メニューの

  「利用者管理」→「利用者情報照会」→「利用者情報照会」 画面にて 

  内容をご確認ください。 

 

  →  https://www01.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294 

クリックします。 
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②メニューから[利用者管理］→[利用者情報照会］→[利用者情報照会］を選択します。 

 

 

③請求者情報および検索条件は、承継元（被承継人）の情報を入力し、 検索 をクリッ

クします。 

【注】請求者情報と検索条件の口座情報等が同一の場合も必ず入力してください。 

 

 

④検索結果が表示されます。 帳票作成 をクリックします。 

詳細を確認する場合は、「利用者番号（青字）」をクリックしてください。 

 

 

⑦帳票作成が完了しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

詳細を確認する場合は、

クリックしてください。 

コピーします。 
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⑧メニューから［帳票照会］を選択します。④でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。  

 
 

⑨検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑩「利用者情報照会票」を出力し、内容を確認します。 
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Ｃ．利害関係人に対する通知 

法人承継があった場合は、承継元（被承継人）が保有している電子記録債権の利害関係人

（債権者、債務者、譲渡人（保証付）、保証人）に対して、承継があった旨の通知が着信し

ます。 

①でんさいネットから以下の承継通知メールが着信します。 

「URL」をクリックし、「照会番号」をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社佐賀  様 

  （ 0000140C1 ） 

 

  いつもご利用いただきありがとうございます。 

  電子記録債権利用者について登録情報変更がありましたので、お知らせいたします。 

 

  通知日         ：  2015/10/05 

 

  通知内容      ：  承継通知 

 

  照会番号      ：  02942015100500000177000004 

 

 ◆お願い 

 

  下記の URL よりログインしていただき、電子記録債権のお取引メニューの 

  「利用者管理」→「利用者情報照会」→「利用者通知状況照会」画面を選択し、画面検索

条件に照会番号を入力して通知内容をご確認ください。 

 

 

  →  https://www01.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294 

 

コピーします。

クリックします。
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②メニューから［利用者管理］→［利用者情報照会］→［利用者通知状況照会］を選択し

ます。 

 

③ ①でコピーした「照会番号」をペーストし、 検索 をクリックします。 

なお、通知が表示されている「通知日」の日付より前に着信している場合は、「通知日」を

通知着信日に修正する必要があります。 

 

④検索結果が表示されます。 帳票作成 をクリックします 

 

⑤帳票作成を受付しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

コピーします。 

通知が表示されている日

付より前に着信している

場合は、通知着信日に修正

してください。 
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⑥メニューから［帳票照会］を選択します。⑤でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。 

 

 

⑦検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

⑧「利用者向け利用者通知票（承継通知）」を出力し、内容を確認します。ただし、電子記

録年月日が承継日より先日付になっている場合は、「債権情報一覧」に記録番号は記載され

ません。 

【先日付（予約）で発生記録請求した債権（この場合ⅱの債権）について】 

 

 

 

 

 

先日付にて記録請求中の債権（まだ記録がなされていない債権）について、承継日（10/16）

に「承継通知メール」は着信しません。上記、手続例における利用者への通知は下記のと

おりです。 

①10/5 に予約が行われた際、承継元（株式会社大阪）が発生記録請求を行った旨の「発生

記録通知メール」が債権者（株式会社佐賀）に着信します。 

②その後、11/1 の電子記録年月日に承継先（株式会社（大阪→）千代田丸）が発生記録請求を

行った旨の「発生記録通知メール」が債権者（株式会社佐賀）に着信します。 

  10/5             10/16                          11/1 

 

11/1 付の債権発生             承継日          電子記録年月日 

の予約 
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【債権者に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰの債権 
ⅲの債権 
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【債権者に着信する通知（債権者が債務者と同一になる場合でも着信する）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅳの債権 
ⅵの債権 
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【譲渡人（保証付の場合）に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅳの債権 
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【保証人に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲの債権 
ⅴの債権 
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（３）電子記録債権の承継【名義変更】 

電子記録債権の承継【名義変更】とは、電子記録債権のみを他のアカウントに移動する手

続きをいいます。 

また、電子記録債権は、名義変更手続き時に名義変更の対象となる利用者アカウントで保

有する、すべての電子記録債権（債務者・債権者・保証人の立場で関与するものすべて）

が指定する別アカウントに移動します。電子記録債権の一部を移動することはできません。 

 

以下の手続きは、【例】に基づきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】 

１．承継先、承継元および利害関係人 

承継先（承継人）：株式会社 千代田丸（000014083／100-（当）1111001） 

承継元（被承継人）：株式会社 大阪（000014090／100-（当）2222001） 

債権者 1：株式会社 佐賀（0000140C1／100-（当）3333001） 

債権者 2：株式会社 千代田丸（000014083／100-（当）1111001） 

譲渡人（保証付）：株式会社 鹿児島（0000140D8／100-（当）4444001） 

保証人：株式会社 長崎（0000140E5／100-（当）5555001） 

２．株式会社大阪の保有する債権 

a.記録番号：00001409000000500009  大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1） 

 b.記録番号：00001409000000600006（先日付）大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1）

 c.記録番号：00001409000000700003   

大阪（債務者）→ 佐賀（債権者 1）→ 長崎（保証人） 

 d.記録番号：00001409000000800000  

大阪（債務者）→ 鹿児島（譲渡人）→ 千代田丸（債権者 2）

 e.記録番号：0000140E500000200008   長崎（債務者）→ 大阪（債権者） 

 f.記録番号：00001408300000200000    千代田丸（債務者）→ 大阪（債権者） 
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Ａ．承継先（承継人）の手続き 

①承継先（承継人）の株式会社千代田丸が承継元（被承継人）株式会社大阪の情報を確認

し、「電子記録債権承継届」を作成します。 
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②承継先（承継人）の株式会社千代田丸が三井住友信託銀行に「電子記録債権承継届」を

提出します。他にも提出する資料等がある場合がありますので、利用する金融機関に確認

してください。 

 

Ｂ．承継元（被承継人） 

①承継先（承継人）からの届出に基づき、金融機関でオペレーションが完了すると、でん

さいネットから以下の承継登録（名義変更）手続き完了メールが着信します。 

「URL」をクリックし、電子記録債権システムを立ち上げ、保有する債権の状況を確認し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）大阪  様 

  （ 000014090 ） 

 

  いつもご利用いただきありがとうございます。 

  でんさいネットへの請求手続が完了しましたので、ご連絡いたします。 

 

  請求内容                    ：  承継登録(名義変更) 

 

  適用開始日                 ：  2015/10/05 

 

  お客様利用者番号        ：  000014090 

 

 ◆お願い 

 

  適用開始日以降に、下記の URL よりログインし、電子記録債権システムの取引メニュー

の「開示」→「開示即時請求検索」 画面にて  内容をご確認ください。 

 

 

  →  https://www01.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294 

 

クリックします。 
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②メニューから［開示］→［開示即時請求検索］を選択します。 

 

 

③開示区分のプルダウンメニューから「提供情報開示」選択します。 

開示検索方式のプルダウンメニューから「記録番号」を選択し、「記録番号」を入力します。 

 検索 をクリックします。 

 

 

④検索結果が表示されます。開示する債権にチェックをして、 帳票作成 をクリックし

ます。 
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⑤帳票作成を受付ました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

⑥メニューから［帳票照会］を選択します。⑦でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。 

 

 

⑦検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

コピーします。 
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⑧「開示（提供情報の開示）情報」を印刷し、開示の内容を確認します。 
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Ｃ．利害関係人あての通知 

名義変更があった場合は、承継元（被承継人）が保有している電子記録債権の利害関係人

（債権者、債務者、譲渡人（保証付）、保証人）に対して、承継があった旨の通知が着信し

ます。 

①でんさいネットから以下の名義変更通知メールが着信します。 

「URL」をクリックし、「照会番号」をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）佐賀  様 

  （ 0000140C1 ） 

 

  いつもご利用いただきありがとうございます。 

  電子記録債権利用者について登録情報変更がありましたので、お知らせいたします。 

 

  通知日         ：  2015/10/05 

 

  通知内容      ：  名義変更通知 

 

  照会番号      ：  02942015100500000177000008 

 

 ◆お願い 

 

  下記の URL よりログインしていただき、電子記録債権のお取引メニューの 

  「利用者管理」→「利用者情報照会」→「利用者通知状況照会」画面を選択し、画面検

索条件に照会番号を入力して通知内容をご確認ください。 

 

 

  →  https://www01.smtb.jp/eremon/Z/ZGU/ZGU01.do?op=init&bankCd=0294 

 

 

クリックします。 

コピーします。 
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②メニューから［利用者管理］→［利用者情報照会］→［利用者通知状況照会］を選択し

ます。 

 

 

③ ①でコピーした「照会番号」をペーストし、 検索 をクリックします。 

なお、通知が表示されている「通知日」の日付より前に着信している場合は、「通知日」を

通知着信日に修正する必要があります。 

 

④検索結果が表示されます。 帳票作成 をクリックします。 

 

 

⑤帳票作成を受付しました。「帳票受付ＩＤ」をコピーします。 

 

 

 

コピーします。 

通知が表示されている日

付より前に着信している

場合は、通知着信日に修正

してください。 
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⑥メニューから［帳票照会］を選択します。⑤でコピーした「帳票受付ＩＤ」をペースト

し、 検索 をクリックします。 

 
 

⑦検索結果が表示されます。 ダウンロード をクリックします。 

 

⑧「利用者向け利用者通知票（名義変更通知）」を出力し、内容を確認します。 

【先日付（予約）で発生記録請求した債権（この場合ｂの債権）について】 

 

 

 

 

 

 

先日付にて記録請求中の債権（まだ記録がなされていない債権）について、承継日（10/16）

に「承継通知メール」は着信しません。上記、手続例における利用者への通知は下記のと

おりです。 

①10/5 に予約が行われた際、承継元（株式会社大阪）が発生記録請求を行った旨の「発生

記録通知メール」が債権者（株式会社佐賀）に着信します。 

②その後、11/1 の電子記録年月日に承継先（株式会社（大阪→）千代田丸）が発生記録請求を

行った旨の「発生記録通知メール」が債権者（株式会社佐賀）に着信します。 

 

  10/5             10/16                          11/1 

 

11/1 付の債権発生             承継日          電子記録年月日 

（予約） 
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【債権者に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a の債権 
c の債権 
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【債権者に着信する通知（債権者が債務者と同一になる場合でも着信する）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

f の債権 
d の債権 
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【譲渡人（保証付）に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

f の債権 
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【保証人に着信する通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c の債権 
e の債権 
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第８節 操作履歴 

１．管理者の操作履歴確認の方法 

管理者は、管理者本人分の操作履歴の参照および利用者ユーザ毎の操作履歴の参照につい

ても確認することができます。これにより業務運営の状況をモニタリングすることができ

ます。 

 

 

 

 

（１）操作履歴参照（本人分） 

電子記録債権システムへのログイン時やログアウト時、メニューから任意の機能を選択し

た時、選択した機能でボタンを押下した時など、各種操作に付随して記録されるユーザの

操作履歴を参照します。この機能は、ログインユーザ本人（この場合は、管理者）の操作

履歴のみが参照でき、「操作画面単位」で照会する方法と「操作内容単位」で照会する方

法の二つがあります。 

 

 

 

 

Ａ．操作画面単位 

①メニューから［業務運用］→［操作履歴参照（本人分）］を選択します。 

 

②履歴を照会したい操作日時を入力します。操作画面単位のラジオボタンをオンにして、 

 検索 をクリックします。 

 

操作画面単位：履歴を画面毎に表示させたい場合に選択。 

操作内容単位：履歴を内容毎に表示させたい場合に選択。 

操作履歴参照（本人分）：管理者本人の操作履歴を参照する機能。 

操作履歴参照：利用者ユーザ毎の操作履歴を参照する機能。 
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③検索結果が表示されます。 

 

 

Ｂ．操作内容単位 

①メニューから［教務運用］→［操作履歴（本人分）］を選択します。 

 
 

②履歴を照会したい操作日時を入力します。操作内容単位のラジオボタンをオンにして、 

 検索 をクリックします。 
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③検索結果が表示されます。 

 

 

（２）操作履歴参照 

電子記録債権システムへのログイン時やログアウト時、メニューから任意の機能を選択し

た時、選択した機能でボタンを押下した時など、各種操作に付随して記録されるユーザの

操作履歴を参照します。この機能は、利用者ユーザ毎の操作履歴が参照でき、「操作画面

単位」で照会する方法と「操作内容単位」で照会する方法の二つがあります。 

 

 

 

 

Ａ．操作画面単位 

①メニューから［業務運用］→［操作履歴参照（本人分）］を選択します。 

 

操作画面単位：履歴を画面毎に表示させたい場合に選択。 

操作内容単位：履歴を内容毎に表示させたい場合に選択 
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②履歴を確認する「ログインＩＤ」を入力します。不明な場合は、 検索 をクリックし

ます。 

「ログインＩＤ」が判明している場合は、ログインＩＤを入力して、⑥以降へ進みます。 

 

 

③ユーザ検索画面が表示されます。検索条件を入力し、 検索 をクリックします。 

この検索は、あいまい検索が可能です。 

 

 

④検索結果が表示されます。履歴を確認する「ログインＩＤ」のラジオボタンをオンにし

て、 選択 をクリックします。 
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⑤操作履歴参照画面に戻り、④で選択した「ログインＩＤ」が反映されます。 

 

 

⑥操作日時を入力します。操作画面単位のラジオボタンをオンにして、 検索 をクリッ

クします。 

 

 

⑦検索結果が表示されます。 
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Ｂ．操作内容単位 

①メニューから［業務運用］→［操作履歴参照］を選択します。 

 

 

 

②履歴を確認する「ログインＩＤ」を指定します。不明な場合は、 検索 をクリックし

ます。 

「ログインＩＤ」が判明している場合は、ログインＩＤを入力して、⑥以降へ進みます。 

 

 

 

③ユーザ検索画面が表示されます。検索条件を入力し、 検索 をクリックします。 

この検索は、あいまい検索が可能です。 
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④検索結果が表示されます。履歴を確認する「ログインＩＤ」のラジオボタンをオンにし

て、 選択 をクリックします。 

 

 

⑤操作履歴参照画面に戻り、④で選択した「ログインＩＤ」が反映されます。 

 

 

⑥操作日時を入力します。操作内容単位のラジオボタンをオンにして、 検索 をクリッ

クします。 
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⑦検索結果が表示されます。 
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２．特権承認者・承認者・担当者の操作履歴確認の方法 

当システムへのログイン時やログアウト時、メニューから任意の機能を選択した時、選択

した機能でボタンを押下した時など、各種操作に付随して記録されるユーザの操作履歴を

参照します。この機能は、ログインユーザ本人の操作履歴のみが参照でき、「操作画面単

位」で照会する方法と「操作内容単位」で照会する方法の二つがあります。 

 

 

 

 

（１）操作画面単位 

①メニューから［業務運用］→［操作履歴参照（本人分）］を選択します。 

 

 

②履歴を照会したい操作日時を入力します。「操作画面単位」のラジオボタンをオンにして、 

検索 をクリックします。 

 

 

③検索結果が表示されます。 

 

操作画面単位：照会する内容を画面毎に表示させたい場合に選択。 

操作内容単位：照会する内容をより詳しく表示させる場合に選択 
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（２）操作内容単位 

①メニューから［業務運用］→［操作履歴参照（本人分）］を選択します。 

 
 

②履歴を照会したい操作日時を入力します。「操作内容単位」のラジオボタンをオンにして、 

検索 をクリックします。 

 

 

③検索結果が表示されます。 
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